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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２個の接点薄板を備え、接点薄板の接点形成端部が二重接点舌片として形成されている
、ベルトトングがベルトバックルに差し込まれて規定通りに錠止されたことを示すための
、自動車の乗員拘束システムのベルトバックル用のスイッチであって、その際、
接点薄板の接点形成範囲が、異物の侵入を防止したスイッチケーシング（１）の上側のケ
ーシング内室（２ａ）内に配置されている様式のスイッチにおいて、
接点薄板が、接点形成端部におけるハンマー状の領域（８）と中央の弓形の範囲（９）と
を備える接点ばね（７）として形成されており、且つ、
この接点ばね（７）の弓形の範囲（９）が、ケーシング内室（２）の側方に配置された溝
（３）内に突出しており、且つ、
接点が、この溝（３）内において、スライダ（４）を移動させることによって切換え可能
であることを特徴とするスイッチ。
【請求項２】
　接点薄板が互いに貫通交差し、接点が接点ばね（７）へのスライダ（４）の作用によっ
て分離可能であることを特徴とする、請求項１記載のスイッチ。
【請求項３】
　接点薄板が貫通交差しておらず、接点が接点ばね（７）へのスライダ（４）の作用によ
って閉鎖可能であることを特徴とする、請求項１記載のスイッチ。
【請求項４】
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　スライダ（４）によって操作されない接点薄板が、接点範囲側を二重接点舌片として形
成した固定接点薄板（６）であり、接点ばね（７）として形成された、スライダ（４）に
よって操作される接点薄板の応力により、両接点舌板が接触状態で互いに独立して曲がる
ことができることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一つに記載のスイッチ。
【請求項５】
　スイッチケーシング（１）が接点範囲と反対側のその端部に、前側と後側が開放したフ
レーム（１１）を備え、このフレームが端子室（５）を取り囲み、両接点薄板のケーブル
接続個所がこの端子室内に突出していることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一つ
に記載のスイッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車の乗員拘束システムのベルトバックルにおいて使用され、シートベル
トのトングがベルトバックルに差し込まれて規定通りに錠止されていることを示すスイッ
チに関する。
【背景技術】
【０００２】
　マイクロスイッチを備えたフェールセーフ問い合わせ型のシートベルトロック部材が特
許文献１によって知られている。このマイクロスイッチは、ロック部材の両機能部品が同
時にロック位置にあるときにのみ、安全装置の他の機能要素を作動させる閉鎖位置を占め
るように、互いに独立してロック部材を錠止させる働きをする２個の機能部品に結合され
ている。
【０００３】
　更に、エデュアルド・ハルトマン・ゲーエムベーハー(Eduard Hartmann GmbH)社によっ
て、ベルトバックルに装着されるスイッチが知られている。このスイッチは二重接点スイ
ッチである。この二重接点スイッチの接点ばねまたは接点舌片は負荷されていない状態で
互いに接触し、接点を形成する。その際、両舌片の一方は、切換え安全性を高めるために
、二重接点舌片として形成されている。スイッチは、それがベルトバックルケーシング内
の側方に配置され、ベルトトングを差し込む際に絶縁材料からなるスライダが接点舌片の
間に挿入されるように形成されている。このスライダはベルトトングを係止させた後でス
イッチの接点舌片の間にとどまり、それに伴い接点を分離する。従って、シートベルトが
装着されて規定通りにバックルに錠止されていることが示される。
【０００４】
　絶縁材料からなるスライダを接点舌片の間に移動させることができるようにするために
、スイッチが上側開放のケーシングを備えているので、外部から、例えば液体または固体
粒子のような異物がベルトバックルケーシングの開口を通って侵入し得る。これにより、
安全機能が悪影響を受けることになる。というのは、接点中断がバックル内でのベルトト
ングの規定通りの錠止を誤信号化するからである。
【０００５】
　接点舌片は、接点領域の間へのスライダの挿入を容易にするために、上側の範囲におい
て外側に曲がるように形成されている。それによって、上側の範囲においてほぼＶ字の形
をしている。侵入する異物はこの範囲に堆積し、スライダによって接点範囲に直接運ばれ
る。
【０００６】
　このスイッチの場合、製作時に自動組立が不可能である。なぜなら、接点舌片をスイッ
チケーシングに挿入する前に、接点舌片をケーブルに接続しなければならず、そして組み
込んだ後で接点舌片に所定の付勢力が作用するように、接点舌片が形成されているからで
ある。接続されたケーブルと共に接点舌片を手でスイッチケーシングに挿入しなければな
らない。
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許出願公開第４３３８４８５号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明の根底をなす課題は、接点範囲が侵入する異物に対して充分に保護され
、スイッチの製作時の全自動組立のために接点範囲をケーブルに自動的に接続するのに適
するように、自動車のシートベルトシステムのベルトバックルのためのスイッチを形成す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題は本発明に従い、
２個の接点薄板を備え、接点薄板の接点形成端部が二重接点舌片として形成されている、
ベルトトングがベルトバックルに差し込まれて規定通りに錠止されたことを示すための、
自動車の乗員拘束システムのベルトバックル用のスイッチであって、その際、
接点薄板の接点形成範囲が、異物の侵入を防止した、スイッチケーシングの上側のケーシ
ング内室内に配置されている様式のスイッチにおいて、
接点薄板が、接点形成端部におけるハンマー状の領域と中央の弓形の範囲とを備える接点
ばねとして形成されており、且つ、
この接点ばねの弓形の範囲が、ケーシング内室の側方に配置された溝内に突出しており、
且つ、
接点が、この溝内において、スライダを移動させることによって切換え可能であることに
よって解決される。
【０００９】
　スイッチは開接点または閉接点として形成可能である。スイッチが開接点として形成さ
れる場合、接点薄板は互いに貫通交差している。この場合、接点ばねに対するスライダの
作用によって接点を分離することができる。スイッチが閉接点として形成されている場合
には、接点薄板は互いに貫通交差しない。この場合、接点ばねに対するスライダの作用に
よって接点を閉じることができる。
【００１０】
　スライダによって操作されない接点薄板は固定接点薄板として形成され、接点ばねとし
て形成された、スライダによって操作される接点薄板の応力により、非操作状態で、両接
点舌板が互いに独立して曲がることができる。そのために必要な自由空間がケーシング内
室に設けられている。接点舌片が曲がるので、接点の開放時および閉鎖時に、接点摩擦が
接触点に生じる。この接点摩擦は接点範囲を或る程度自己洗浄することになり、スイッチ
の切換え信頼性に対して良好に作用する。接点の切換えは接点ばねに対するスライダの作
用によって行われる。この接点ばねは接点範囲においてほぼハンマー状に形成され、そし
て弓形の部分がケーシング内室の側方に配置された溝内に達するように曲げられている。
【００１１】
　接点ばねのハンマー状に形成された範囲により、二重接点舌片が確実に接触する。接点
の切換えは、ベルトトングがベルトバックルの差し込まれる際にスライダが移動すること
により、スライダによって達成される。スライダを更に動かすと、弓形の範囲が接点室の
方に移動し、切換えを行う。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　実施の形態に基づいて本発明を詳しく説明する。
【００１３】
　開接点として形成されたスイッチはスイッチケーシング１を備えている。このスイッチ
ケーシングは端子室５の上方において図示していないカバーによって閉鎖される。スイッ
チは接点範囲が閉鎖されたケーシング内室２ａを備えている。スイッチの下側範囲には端
子室５が設けられている。固定接点薄板６と接点ばね７がこの端子室内に達している。こ
の固定接点薄板と接点ばねは接続線１０に接続可能である。端子室５は両側が開放するよ
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うに形成されている。接点ばね７は弓形の範囲９と、ハンマー状に形成された範囲８を備
えている。弓形の範囲９は二重接点舌板の範囲において固定接点薄板６を通過し、溝３内
まで達している。ベルトトングをベルトバックルに差し込んでスライダ４を下降させるこ
とにより、接点ばね７が操作され、接点が分離される。ハンマー状に形成された接点ばね
７の範囲８は両側に、固定接点薄板６の舌片に対する接触面、ひいてはスイッチの両接点
個所を形成している。
【００１４】
　固定接点薄板６の接点舌片は接触状態で曲げ応力を受け、従って弾性的に曲がっている
。接点舌片は接点ばねの操作時に曲げられていない状態に戻る。その際、接点範囲におい
て接点摩擦が生じる。この接点摩擦は接点が閉じる際にも生じる。すなわち、スライダ４
が上昇して接点ばね７が操作されない状態に弾性的に戻るときにも生じる。
【００１５】
　このように形成されたスイッチは全自動で組立可能である。適当な自動装着機械を用い
て固定接点６と接点ばね７を挿入することができ、しかも先ず最初に接点ばね７を、続い
て固定接点薄板６を挿入することができる。この固定接点薄板は挿入後、その最終組込み
位置まで摺動させられる。カバーによってケーシング内室２を閉鎖した後で、スイッチの
機能を検査することができる。続いて、接続線１０を取り付けることができる。これは圧
着または溶接によって自動的に行われる。というのは、ケーシング１が端子室５の範囲に
おいて両側が開放しているからである。
【００１６】
　接点室２は上側から閉鎖されるように形成されているので、異物は接点範囲に侵入でき
ない。従って、汚染による故障が防止される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明によるスイッチの断面図である。
【符号の説明】
【００１８】
１　　　　スイッチケーシング
２　　　　ケーシング内室
２ａ　　　上側のケーシング内室
３　　　　溝
４　　　　スライダ
５　　　　端子室
６　　　　固定接点薄板
７　　　　接点ばね
８　　　　ハンマー状の範囲
９　　　　弓形の範囲
１０　　　接続線
１１　　　フレーム
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